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「中川氏非抗酸性結核菌」ニ因ル結核凝集反應

(第七報)動 物 實驗

北海道帝國大學醫學部中川内科教室(圭任 中川敏授ジ

小 田 切 信 男

第一章 緒 言

余ハ既 二第一報 二於 テ、 中川氏桿状菌 テ以 テ動

物實験 ヲ試 ミ、中川 氏桿状菌ガimmunbiologisch

上結核病原罷 トシテ ノ性質 ラ具有 シテ居 ル事 テ

讃明 シタ。然 ルニ臨沐上 ノ凝集反慮用抗元 トシ

テノ・償値無 キ テ認 メタルガ故 二、余 ハ更 二中川

氏球状菌 テ用 ヒテ、凝集反鷹 ラ實施 セ ン ト欲 シ、

先ヅ第二報 二於 テ、結核病原艦 中、球 菌型 ノ存

在 スル事 テ文獣的 二論 ジ、然 ル後第三報 二於 テ

ハ試験的二試 ミタ動物實験 二於 テ、中川氏球状

菌 ノ結核性ナル事 テ謹明 シ、且中川氏桿駄菌二

比 シテ、極 メテ良好ナル凝集反癒用抗元 タル事

テ護明 シタ。爾來第四報、第五報、第六報 ト凝

集反慮用抗元 トシテノ中川氏球状菌 ノ臨躰的償

値 テ論 ジテ來タ。

本報 二於 テハ、中川氏球}伏菌 ノ動物實験 二就 テ

論 ズル。

第二章 健康獣二於ケル凝集反磨

豚、牛、馬、海狽、家 兎等 ノ健康獣 二就 テ検査

シ久 凝集反慮成績 テ第31表 二於 テ表示 シタ。

1)5例 ノ豚 血清凝集償 ハ50倍 陽性2例 、100

倍陽 性3例 デ アツタ。

2)5例 ノ牛血清凝集償 ノ・100倍 陽 性 ガ唯1例

デ、残 リノ4例 ノ・何 レモ150倍 陽 性 デ アツタ。

3)5例 ノ馬 血清凝集償 ハ150倍 陽 性1例 デ、

他 ノ4例 ハ何 し・モ200倍 陽 性 デ アツタ。

4)10例 ノ海瞑 血清凝集 償ハ50倍 陽性 ガ2例 、

100倍 陽 性 ガ5例 、150倍 陽性 ガ3例 デアツタ。

ニぜロ

5)15例 ノ家兎血清凝集償 ノ・50倍 陽性 ガ5例v

100倍 陽 性 ガ6例 、150倍 陽 性 ガ4例 デアツタ。

以上5種 類 ノ健康獣血清凝集反慮 子 試 ミタル

ニ、豚 ・・50倍 乃至100倍 陽 性、牛 ハ100倍 乃 至

150倍 陽 性、馬 ノ・150倍 乃 至200倍 陽 性、海狽

及 家兎 ノ・50倍 乃至150倍 陽 性 デ アツタ。即200

倍 陽 性 ノ馬血清凝集債 ガ最高 デアル。

以上 ノ實験 成績 ヨリ見 レバ、 中川氏球歌菌 ノ・健

康 獣血清 ト50倍 陽性 ヨ リ200倍 陽 性迄非特異

的 二凝集 スル事 ガ認 メ ラレル.

第31表 健康獣血清凝集反慮
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第三章 コッホ氏生菌注射二依ル凝集債ノ饗動皇就テ

余 ノ・(第32表)、 コッホ氏生菌0.01竜 、0.1延 、

1.O雇 、、10.O延 、テ各 々2例 宛 ノ家兎静脈 内二注

射 シ、1週 毎 二心臓穿刺 二依 リ探血 シ、凝集反

慮 テ検 シタ。 猫 同時 二膿重 テ測定 シ、 マ氏反慮

テ検 シタ。

1)0.01睡 注 射家兎 二就 テ

第17號 、第18號 家 兎 ノ注射前凝集償 ハ100倍

第32表

陽 性 デ ア ツタガ、 コ。ホ氏生菌 注射後 第1週 目

一バー躍300倍 陽 性迄 ノ上 昇 テ示 シタ。而 シテ

マ氏反慮 ノ出現 テ見ル 迄 ニノ・、 第17號 家 兎ハ

400倍 陽 性、第18號 家 兎ハ800倍 陽 性迄 上昇 シ

タ^

其 後 ノ経過 ヲ見ル=、 第17號 家 兎ノ・第4週 目ニ

マ氏反慮陽性 トナ リ、凝集 贋ハ第6週 目二於 テ

コッホ氏生菌注射二依ル凝集反慮 ノ攣i動二就 テ

レ氏 重量
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最高 二達 シ、1200倍 陽 性 トナ ツテ居 ル。其後 ハ

次 第二 下降 シ、 第10週 目ニハ150倍 陽 性 トナ

リ、'第3ケ 月 目一ハ輕 度 ノ上昇 ラ示 シテ居 ル。

第18號 家 兎ハヱ氏反慮 ハ第5週 目二出現 シ、凝

集 債ハ前家 兎同様 第6週 目ガ最高 デ、2400倍 陽

性 其後 ハ可 成急激 二下降 シテ居 ルガb第5ケ

月目二到 ルモ猫200倍 陽 性 デ、健 康時凝集償 ヨ

リ'ハ遙ガ ニ高 イ。

2>0.1彪 注 射家 兎 二就 テ

0.1彪 注 射 セル第19號 、第20號 雨家 兎 ノ経過 テ

観察 スルニ、何 レモマ氏反慮 出現 二先 立 ツテ、

凝集償上昇 テ認 メル。 而 シテ最高凝集 慣 ハ第6

週 目二於 テ、何 レモ2400倍 陽 性 デアツタ。
つ

時 二第20號 家兎 一 於 ケル 凝集 債 ノ如 キハ極 メ

テ、整然 タル階段的上昇 テ示 シテ居 ル。

第19號 家 兎ハ第3ケ 月Fi二300倍 陽 性、 第20

號家 兎ハ第4ケ 月 目二150倍 陽 性 デ アツタガ、

何 レモ 健康時血清凝集償 ヨリハ 高 クナ ツテ 居

ル。猶雨家 兎 ノ死 亡 ハ結核 死 デハナ久 心臓穿

刺 系依 ルモ ノデアル。

3)1.0薩 注 射家 兎二就 テ

1
.0匙 注 射 セル第21號 、 第22號 雨家 兎二 就 テ

見ルニ、健康時50倍 、100倍 陽 性 デアツタモ ノ

ガ5第1週 目一ハ何 レモ300倍 陽 性 トナ リs第

6週 目一ハ最 高凝集 償2400倍 或 ノ・3200倍 陽 性

二達 シテ居 ル。時 二第21號 家兎 二於 テハ、第3

ケ丹目 二200倍 陽 性 デアツタモ ノガ、第4ケ 月

目一ハ反 ツテ上昇 シテ400倍 陽 性 トナ ツ テ 居

ル。然 シ探血後数 日ニ シテ、死 亡 セル爲 メ其 ノ

後 ノ凝集 償攣動 テ追求 スル事 ノ・出來 ナ カツタ。

4)10.0雇 注 射家兎 二就 テ

余 ハ既 二第三報 ノ試験的動物實験 ノ際、 コ・'ホ

氏生菌10.0瑳 テ注射 シテ、凝 集償 ノ攣動 テ観察

シタガ、今同再 ピ10.0睡 ノ大 量 テ第23號 及第

24號 雨 家兎 二注射 シテ、経 過 テ観察 シタ。

第23號 家 兎 ハ、 第1週 目 ニ ハ50倍 ・陽性 ヨリ

ー躍400倍 陽 性 トナ リ、第4週 目デ最高凝集 債

1200倍 陽 性 二達 シテ居 ル。然 シ其 ノ後 ハ急激 二

下降 テ示 シ、第7週 目デハ150倍 陽 性 トナ ツテ

居 ルガ、第9週 目デモ同150倍 陽 性凝集償 テ保

ツテ居 ル。

第24號 家兎ノ・100倍 陽性 ヨ リ、300倍 、600倍

陽 性 ト凝集債 テ高 メ、既 二第3週 二於 テ最高凝

集償1200倍 二達 シテ居ル。 然 シ凝集償 ノ下降

ハ急激 デ、第7週 目ニハ150倍 陽 性 トナ ツテ居

ノレo

第四章 中川氏球状菌生菌注射ニヨル凝集債ノ攣動二就テ

余ハ(第33表),中 川 氏球状 菌 ノ生菌10雇 、100

逸、500薩 、10001E9テ 各2例 宛 ノ健康家 兎静脈

内二注射 シb1週 毎 二心臓穿 刺 二依 リテ探 血 シ、

凝集反慮 テ検 シタ。猫 同時 二膿重 ヲ測 定 シ、 マ

氏反癒 テ検 シタ。

1)llore注 射 家 兎 二就 テ

第25號 第26號 爾 家 兎 ノ健康時 ノ凝集債 ハ前

者ノ♪150倍 、 後者 ハ100倍 デ アツタガ、10涯 注

射後1週 間 ニ シテb前 者 ハ400倍,後 者 ハ300

倍迄 凝集 債上昇 テ示 シタ。

然ルニ雨家兎共 二第2週 目ニハTuberculinalle-

「9i6ガ 彊 ク出現 シ、凝集 償ハ次 第 二上昇 テ示 シ

テ、第6週 目一 ・・何 レ そ最高凝集 慣4800倍 迄

二達 シタ。然 シ何 レモ第7週 目ニハ急激 ナル下

降 ラ示 シ、第25號 家 兎ハ4800倍 ヨ リ300倍 へ、

第26號 家 兎 ハ4800倍 ヨ リ600倍 二下降 シタ。

然 シ注意 スベ キハ、雨家 兎共 二、 第10週 目或

ハ第3ケ 月 目 ヨリ再 ビ上昇 テ示 シテ居 ル事 デア

ル。 即第25號 家兎 ハ 第9週 目ニハ150倍 デ ア

ツタガ、 第4ケ 月 目ニハ800倍 迄 上昇 テ示 シ、

第26號 家 兎 ハ 第9週 目二200倍 デ アツタ ガ、

第5ケ 月目一ハ400倍 迄 上昇 テ示 シタ。

2)100延 注射家 兎二就 テ

100薩 テ注射 セル、 第27號 、 第28號 雨 家 兎 ノ

経過 テ親察 スルニ、 凝集慣 ハ第1週 目 ヨリ著明

ナ上昇ラ示 シ、何 レモ6週 目二於 テ最高 二達 シ
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タ.即 第27號 家 兎ハ6400倍 、 第28號 家 兎ハ

9600倍 ・デ アツ タ.

Tuberculinallergieハ 何 レモ第2週 目ヨ リ出現

シ、 第28號 家 兎 ノ如 キハぜ強陽性 テ呈 シ、其 ノ

中央 ハnekrotischト ナ リ、後 二Krusteテ 残

スニ至 ツ タ。

猫 本例 二於 テモ、最高凝集慣 ラ示 シタ、其 ノ次

週 ノ凝集債 ハ急激 ナル下降 テ示 シタ。 而 シテ、

第3ケ 月 目或 ハ第4ケ 月目 ヨ リハ又再 ピ凝集 償

ノ上昇 ラ認 メタ。

第33表

3)500涯 注 射 家 兎二就 テ

500雇 テ注射 セル第29號 、 第30號 雨 家兎 ノ経

過 テ見 ルニb第3日 目ニハ既a前 者 ハ1200倍 、

後者 ハ3200倍 迄 上昇 テ 示 シタ。 而 シテ最高凝

集 債ハ前 者 ハ第1週 目 ノ3200倍 、後 者ハ第3日

目 ト第1週 目 ノ3200倍 デ アツタ.即 極 メテ 早

ク最 高凝 集債 二達 シテ居 ルガ、10殖 、100灌 注

射 セルモ ノニ比 シテ、低値 テ示 シテ居ル。猫叉

Tuberkulinallergieノ 出 現 テ見 ルニ、少 シク晩

ク、第29號 家 兎ハ第5週 目デ ア リ、第30號 家

中川氏球状菌ノ生菌注射二俵ル凝集債ノ髪動二就テ

ヱ氏

反慮
重量
・12 314 516 7 8 9 10 11 12 ・3114115i・6 17
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w
w
番

器

w
w
w
w
巫

M

L

L

皿

皿

吼

肌

皿

皿

皿

K

皿
万

　

家
兎
第

二
十
入
號

(皿
睡
注
射
)

1

　

家
兎
第

二
十
九
號
(甑

瑳
法
射
)



【第15小 田切.F「中川氏非抗酸悸結核菌」二因ノγ結核凝集反1.106

一。
=

一
=

=

三

三

三

三

一
=

こ
三

三

二
二
三

三

一=

三

三

三

三

三

三

二

,
=̀

=
,
一
三

三

三

≡

一

一i一
罰

一

一

三
三

三
三

三

土
+
三

一三

三

三

二

王
土
+
三

三

三

≡

一

一
=

+
王

+
王

+
=

三
三

一
=

+
王

+
王

+
・=

三

三

.

二

王
+
王

+
王
+
三
土
二

一
二

+
王

+
王

+
王

+
王

二

二

王
土
土
+
王

+
+
王
土

王

土
+
王

+
王

+
王

+

一
=

+
王

土
+
王

+
王

土
土

十

T

+
王

+
王

+
王

+
王

土

王

土
+
王
土
+
王

+
王

十

王

+
王

+
王

+
王

+
王

2280

2175

1910

1926

2170

2170

2160

2190

2205

2170

 

O

O
O
O
㊥
吐
鯉
㈹
[㈹
㊥

i注 射前

1注 射後

3日 目

畿

…㎜
㎜
亜
帆
亟
製

し

　

家
兎
第

三
十

號
(
瓢
麺
法
射
)

一
=

鱒
=

一
=

三
=

=

一
=

三

一
=

二
+

一
二

+
T

二

王

+

一
=

+
T

一
三

三

三

三

三

一
三

一

三

三

三

三

二
三

三

一

二
三

三

三

三

三

三

一

三

=

一三

三

三

三

+
二

三

三

三

十

一
三

三

=一

二

+
王

+

二

十

十

十

二

丁
王
+

三

=

三

=

二
三

=

土
+
土
+

土
+

一
三

≡

=

三

=

三

 

王
土
+
二
二

二
三三

 

三
三

二

十

一
二

+

二十

十十

土
土
+
王

土
+
王

+
三

≡

一
一

土
+
王

土
+
王

土
土
+
三

二
+

十

+
王

+
王

土
+

土
+
王

+
王

+

土
+
王

土
土
土
+
土
土
+
王

土
+

土
+
+
王

土
+

+
王

+
王

土
+

+
=

+
王

+
王

+
王

土
+
王

+
王

+
T

2320

2185

2215

2290

2370

2355

23501

243b

2460

2400

2415

2370

2330

2150

 

O

亘
O
亘
Ω
ω
C
O

遡難
蒋

喪
帆 ㈲
璽
塑
璽
㈹
爾

w
[w
嘉

器

皿
可

皿

K

」

w

コ

家
兎
第

三
十

一
號

(㎜
睡

注
射

)

二

三

三

三

三

三

一
三

一=

三

三

三

三

三

三

1ニー二二二

=
二

三

三

≡

三

二

三

三

三

三

一三

三

+

王

+

一
=

土
+

一
=

+
T

Lニー二

王

+

王

+

三

三

三

二
.

一三

三

三

三

十十十十

二
三

三

二

一三

二
三

二
一
三

三

+
三

一
三

+

一
二

+
王

土
+
王

+
三

+
十十

一
二

土
+
王

+
丁
王

+
王

+

二

+
王

+
王

+
+
王

+

十 一

土
土
土
+

土
+
王

+

十

+
王

+

+

+
=

+
王

土
+

土
土
+
+

+
王

土
+

土
+
王

+

十

十

十

十

十土

,

十十十

2730(一)

2500

2590

2540

2440

2300

2275

2390

2410

246e

 

O
O
㊤
㈹
⑭
㈲
璽
㈹
爾

注射前

注 射・そ麦

3日 目

w

w
㎝w

w
可

w
.w
可

駈

皿

L

工

皿

VI.

VN.

V皿.

死 亡

 

　

家
兎
第

三
十
二
號
(肌

醜
注
射
)

1

兎ハ第3週Fげ 理 タ。1

凝 集 償 ノ攣動 テ見ル ー、 早 ク最高凝集償 二達 シ

タ爲 メカ、其 ノ下降 ハ比較 的緩慢 デアツテ、第

30號 家 兎 ノ如 キハ3200→2400→1600→1600→

800→600ト 言 フガ如 クデアツタ。

4)1000ne注 射 家 兎 二就 テ

余ハ更 二1000涯 ノ大量 テ第31號 、第32號 雨

:家 兎二注射 シテ、経過 ラ観察 シタルへ 何 レモ

第3日 目r3200倍 陽性 ト言 フガ如キ高キ凝集

債二達 シ、既二第1週 二於 テ何 レモ最高凝集償
さ

i4800倍 陽性 二達 シテ居ル。而 シテ其 ノ凝集償ノ

下降ハ500雇 注射家兎 卜同檬極 メテ緩慢 デ ア



1407小 田切=「 中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反鷹第12號 】
噛曳 一一

週 目二明瞭 ナル反癒 ラ示 シタ。リ、Tuberculinallergieノ ・第31號 家 兎 ノ・第7

週 目二到 ツテ 漸 ク出現 シ、 第32號 家 兎ハ第4

第五章 コッホ民菌、死菌免疫

余 ハ第33號 家 兎 ヨ リ第37號 家 兎迄5例 ノ健康

家兎二、-捗 氏死菌 テ1週 オキー10涯 、20雇 、

30彪 、40雇 、テ注射 シ、1週 オキニ心臓穿 刺 二依

リテ探血 シ、凝集 償 ノ攣 動 デ観察 シタ。 即第34

表 テ見ルへ 注射前 ノ凝集償 ト最終注射後1週

第34表

間 目ノ凝集 假 トテ封比 スル ニ、其 ノ間 二僅 カナ

差 異 テ見ル ノ ミデアツテ、 第33號 家 兎 デハ50

倍 ヨリ150倍 、 第34號 家 兎 デノ・50倍 ヨリ100

倍 、 第35號 家 兎デハ100倍 ヨ リ100倍 、 第36

號 家 兎デハ50倍 ヨリ200倍 、 第37號 家 兎 デノ・

コッホ氏 菌 、 死 菌 免疫

(1週 オ キ ニ10mg.20mg.30mg.40mg.注 射 セ リ)
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レル ガ如 キモ ノテモ 認 メタ。 コ レテp・・杢氏生

菌 ラ注射 シテ、1200倍b2400倍b3200倍 ノ如

キ高 キ凝集 慣 二達 セル モ ノニ比 ス レバ、其 ノ差

ノ甚大 ナルニ驚 クモ ノデ アル。

100倍 ヨ リ200倍 デ アツテb凝 集償上昇 ハ極 メ

テ輕微 デ アル。 中 一;一・・ハ(第35號 家 兎)注 射 後第

1週 及第2週 目 二於 テ反 ツテ凝 集償 ノ低 下 テ示

シ、第4週 目 一テ、注射前 ノ健 康時凝集 償 二戻

第六章 中川民球状菌、死菌兎疫

余 ハ第38號 家 兎 ヨ リ第42號 家 墓迄 ノ5例 ノ家 オキニ心臓穿刺 二依 リ探 血 シ、 凝集反慮 テ實施

兎二、 中川 氏球状 菌 ノ死菌 テ1週 オキー、10シ タ。(第35表 参 照)・ ＼

甦、20雇 、30雇 、40雇 ラ 静脈 内二注射 シ1週1>第38號 家 兎 ハ 健康 時凝集 贋 ハ100倍 デ ア

第35表 中川氏球状菌、死菌免疫

(1週 オキニ10mg.20mg.30mg.40mgヲ 注射セ リ)

1 21314 5 6レ 81gl・ ・回 ・2国 ・4 ・51・6 ・71・811gl2・ 1

ml…1・5・12・ ・13・・14・・16・・18・・1・2・・116・・}24・・132・・148・・164・・}96・・1剛1吻001馴 蜘

注射前 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■一 一 P一 一 一
一

,口 ■■■■「
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ロー
一家 一 一 『 一 } 一 一 一 一 一 } 一 『

兎 注射後 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 } 一 一 一 一 }
一

第 1.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 ナ 十 十 十 十 十
一 一 一 一 一

一
一
一

三 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一

十 1.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 午 十 十 十 .十 十 ,十 十 十 十
一 一

一 一 一 一 一 } 一 一 孟 一 一 一 『 一 一 一
入 皿W.

一
十
}
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

一
十 十
一
十 十 十 十 一 一

號 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『
IV.W. 十 十 十 十一 十 十} 十一 十 十一 十 十一 十一 十 十 十 十

一
一
一
一
一
一 二一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

注射前 十 一 一 一 一 一 ■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一家 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

兎 注射後 一 } 働一 一 一 『 一 一 一 『 } 一 一 }㎜ 一 一 } 一 一 一
第 1.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 「 一 一 一

一 一
一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一三 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一

十 π.W. 十 十 十 十一 十一 十一 十一 十一 十一 十 ' 十 十 十 十 十 十 十
脚 一
『一 } 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一

九 皿.W. 十 十 十一 十 十 十 十一 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
一 一

號 一 一 嘲一 一 一 一 } 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一
1肌W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 } 一 一 一 一 一
注射前 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

} 一 一 一 一 }_ } 『 一 一 一 一 一 一
家

一 一 一 一 一 一一 『
注射後 一 _蕊'兎 一 　 『 鱒 噂 一 『 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一

第 1.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
一 一 一 一 一 一 輌 一

一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 』 一
四 皿W.

一
十 十 十 十一 十一 十 十 十 十 十一 十

一
十
一
十

一
十
一
十

一
十
一
十

一
十 一 一

十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一

號 皿W。 十 十 十一 十『 十一 十一 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
IV.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一

一 『 一 一 一 一 一 『 一一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
注射前 十 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一一 一 一一 { 一 一 } 一 一家 一 一一 一一 一 一 一 } 一 一 一一

兎 注射後 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『
第 1.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一

四 一 }
一 一 『 } } 一 一 一 一 一 『 一 一 一

十 ∬.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一
一
皿.W. 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一

號 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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ッタ ガ、10冠 注 射後1週 目ニハー躍6400倍 ト

ナ リ、第2週 ト第3週 ハ25600倍 デ最高 二達 シ、

第4週 目ノ・下降 テ示 シテ、12800倍 デ アツタ。

2)第39號 家 兎ハ50倍 ヨ リ800倍 トナ リ、 第

2週 目 ト第3週 目ハ25600倍 デ最高 二達 シ、 第

4週 目ハ6400倍 迄 下降 ラ示 シタ。

3)第40號 家 兎 ハ100倍 ヨ リ3200倍 、25600

倍 トナ リ、逡 二第4週 目ニノ・38400倍 トナ ツテ

最高 二達 シb第4週 目ノ・12800倍 迄 下降 シタ.

4)第41號 家 兎ハ150倍 ヨ リ、3200倍 、19200

倍 、25600倍 ト上昇 シ、第4週 目一ハ9600倍 迄

下降 シタ。

5)第42號 家 兎 ハ150倍 ヨ リ2400倍 、19200

倍v38400倍 ト1=昇 シb第4週 目ハ12800倍 迄

下降 シタ。

即以上5例 ノ中川 氏球 状菌 ラ以 テ免疫 セル家 兎

ノ凝集慣 ノ攣 動 テ観察 スルへ 第1週 二於 テへ

最低 ノモ ノデモ800倍 デ ア リ。 高 イモ1テ ハ

6400倍 ノモ ノガ認 メラvタ 。而 シテ最高凝集 償
の

ハ第2週 或 ハ第3週 二於 テ認 メ ラv、38400倍

ノモ ノガ最高 デ アツタ。

第七章 中川氏球状菌 ト橿色葡萄状球菌 トノ抗元性比較

余ハ中川氏球状菌 卜他 ノ球菌 トノ抗元性 テ比較

セントシ、先ヅ試 ミニ北大細菌學教室 ヨリ分譲

第

セラレシ燈色葡萄状球菌 テ以テ比較實験(第36

表、第37表)ラ 試 ミタ。

36表

一

学

一

一

一

一

一

謂

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二
}

モ
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一」

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
一

一

一

一

一i
,

一

一一

一

一

十
占

一

一

一

一

一

一

一

十

十
一

一

一

一

、

一

7

一

一

十
一

一

一

一

一

一

一

一

十

十
一

一

一

一

一

12ーー11

i
10

1
9

-
8

-
7654

-
32

-
1

照封,dI如

12
0016

d
20
11㎜。160姻鋤㎜蜘m50

一

一

一

十

十
一

一

一

一

一

一

一一

一

十

十
一

一

一

一

一

ーー1 一
ー

一

一

一

十

十
一

一

一

一

一

一

一

十

十

十
一

一

一

一

一

十

十

十

十
一

一

一

一

一

一

一

十

十

十
一

一

一

一

一

ー11ーρ

φi

一ー孕

ー

十

十

十

十
一

一

一

一

一

一

十

十

十

十
一

一

一

一

一

ーーー
㎝

二一

十

十

十

十
一

}

モ一
一

一

十

十

十

十
一

一

一

一

一

十

十

十

十

十
一

一

十
一

一

一

十

十

十

十
一

一

一

一

一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
一

一

一

一

十

前射注

後射注
Wr

W工

W皿

W皿

前射注

後射注

W工

W兀

W皿

W万
前射注

後射注

WL

W乱

W皿

W皿

前射注

後射注
WL

W…L

W皿

W皿

凝
集
原

中
川
氏
球
状
菌

讐
葡
萄
状
球
菌
}

中川

氏
球

蓄

栓
色
葡
萄
状
球
菌

家

兎

家
兎
第
四
+
三
號

一

家
兎
第
四
+
四
號

コ

ッ
ホ

氏
菌
生
菌
10

瑳
ヲ

皮
下
二

注
射
セ
ル

場
合



【第15巻

一 一

一 一

口 一

一 一

一 一

甲 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

十 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一

}一}一

一

,,}一 『

一一

一 一

■一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一
一
一

_踊

=← 璽

一 一

一
一

●●一
一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

一
一 一
一
一
一

一
一
一
一
一

 

一

十

十

一

一

十

十

一

三

≡
;

≡

≡

三

÷
丁

一

一

一

十

十

一

一

≡一
一

一

十

十

一

一

7

一

小田切=「 中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反

一

十

十

十

一

・
◎

一

十

十

十

十

一
で

 

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十

一

l

i

「

十

十

十

十

十

一

一

十

十

十

十

十

÷

一

十

十

十

一

一

一

　

　

一
二
圭

≡

も

一

一

一

一

十

十

十

一

一

一

三

三

一

一

十

十

十

十

一

≡

モ

一

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

・1

 

一

十

十

十

十

十

十

十

十

一

l

l

l

一

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

一

鰯

一

一

一

一

一

十

一

一

一

一

一

二
二
二
+
二

「引
囹

十

十

十

十

十

一一

一

十

十

一

一

十

一

十

十

一

一

十

十

十

一

十

十

一

十

一

一

十

十

十

十

十

十

十

一

十

十

十

十

一

一
+

」

+

1410

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

+

注射前

注射後

1.W.

fi.W.

皿.W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

ll.W.

皿W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

ll.W.

皿.W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

ll.W.

皿.W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

ILW.

皿W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

1LW.

皿.W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

ll.W.

皿.W.

IV.W.

注射前

注射後

1.W.

皿.W.

m.W.

IV.W.

 

中
川
氏
球
状
菌

一
醤

薯

状
球
至

中
川
氏
球
状
菌

一
讐

薯

朕
醤

讐

葡
萄
状
球
亘

中
川
氏
球
状
菌

一
讐

葡
萄
状
球
亘

中
川
氏
球
状
菌

、

家
兎
第
四
十
五
號

家
兎
第
四
十
六
號

家
兎
第
四
十
七
號

家
兎
第
四
十
入
號

じ

中

川
氏
球
菌

生
菌
00

彪

ヲ
皮

下

二
注
射

セ
ル
場
合

1

榿
色
葡
萄
状
球
菌

生
菌
00
睡

ヲ
皮
下

二
注
射

セ
ル
場
合

1



第12號 】

隼

'

(1

へ

秣
)

卜
o鳴

小田切富「中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反胞、 1411

1

:

O
σ建
豪
郵 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

i

ll 1 1 1 1 1 1 1 重 1

一, 一 }
1

雲

す
竃
oう
1 1 1 9 lill 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

篭

1

『-- 一
●

言
『

巽 羅 5 ll+i+ll 、1 1 1 1 1 1 1 十 十 1 1 1 巳 1 1

一rr

8
一一

卜

二 鍵
1 7 1 十 十 1 1 1 1 1 1 1 1 +1+

1
重 1 1 1 1 1

す 一一「一

雪 § 1 1 十 十 十 1 1 1 1 1 1

l

l 十
!+il 1 5 1 1 1

一 「

雪 §
①
5 ゼ 十 十 十 1 1 1 1 甦 1 1 十 十 1 1 1 1 1 1

一

雲 §
o
一

1 十 十 十 十 竃 1 1 1 1 1 1 十 十 十 1 1 邑 1 1

曽 §
寸
1 十 十 十 十 1 1 1 1 1 巳 1!+十 十 1 1 1 9 1

1一 一

雲 §
oう
1 十 十 十 十 1 1 1 1 巳 1 1 十 十 十 1 1 1 1 1

}

1
口

= §
σQ
1 十 十 十 十 1 1 竃 1 1 9 Il+ 十 十 1 1 1 1 1

1
} 一

■1

o

9 8 1 1+ 十 十 十 1
!

il
豊 十 1 1 h 十 +1+1 1 1 1 1

一
1 i一 一r 一 一魯

o
1

o 爲 1 十 十 十 十 5 1 1 +い
:1
1 十 十 十 1 1 1 1 1

一
一_ i

一 一一"

【

oo § 1 十 十 十 十 1 1 十 十 1 1 十 十 +1+ 1 1 ,1 1 1

一 一, 一『,

o

一
1 1

卜 8 +i+十 十 1 1 十 十 十 5 +i+十 十 1 1 1 十 1
1一一 一 腎一 一

o § 1 十 十 十 十 ll十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 1 1 十 1

　 一一
1

頃 § 1 }+
1
十 +1+ 一 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 1 十 十 1
1 i一 、rq 一

〇
一 　 一一

●

→
呂 1 十 十 +i+卜 十 十 十 十 1 十 十 十 十 雪 十 十 十 十

1
一 一 一q 一 一一 一 一} 一

1
o◎ §

1

『
十 十 十 十 十 十 十 十 十 Il 十 十 十 十 9 +ト 十 十

P

OQ § +ll 十 十 +1+十 十 十 十 十 1 十 十 十 十 十 十 十 十 十

一 響 一_喝

1 1

一 畠 +1 十 十 十 十 +1十 十 十 十 十 1+ 十 十 十 十 +1+ 十 十
1 1 i畠}一}

2

嚢陰1≒i≒ド
起i勒 一1判 目

ま

旨悉謄ド降匡
奪

謡
1

澤
撮
坦播1輩

1

ま
白

ま

謡
譲
寝懸
譲
坦 想

3
日

3
自

ま
目

ま

ま
1一一 一一一} 一 一}一

哩藤隆 岳…ミ電徹萎握 1蜘 羅 撫1韻 聴 鞭1蜘 灘 萎撫
____一 一一 一一 冒一

鎌 恨 墨膿蕪川十く慧
___一 一

1鎌 囎111+艦

1 岳買電難 湊楓 瞭糎)llmミ 賦駆信雌



1412 小 田切=「 中川氏非抗酸性結核菌J二 因ル結核凝集反慮 【第15巻

(
11
,

、

隷
)

謎

震 竪翻
す等

鴇

亨鵠

ユ
8
§
す
8
雲

了

§

1 蓬 1 曹 1 雷 蜜 雷 「 1 聾 1 1 1 塵 1

層

1 1 1 1

一

孚
一

1 1 1 1 1 1 1 1 1 雷 量 聲 1 , 警 盲 1 1 8 8

曽
一

1 置 1 1 6 9 1 曹 重 9 1 8 1 1 1 彗 1 1 1 1

卜
d 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 置 腫 1 1 聾 暫 塞 璽 8 1

O
U

一

1 1 1 1 1 1 1 1 1 巳 璽 1 1 9 量 聾 置 1 1 8

旨 8 1 1 1 1 8 1 1 1 6 菖 8 5 9 巳 9 il
I
1 9 1

菖 §
o
1 1 十 十 量 1 1 1 十 1 1 1

'

十 1 5 8 塵 1 1
'

1

雪 8等 1. 1 十 十 1 1 1 1 十 置 1 匿 十 十 1 9 1 1 1 8

雲 §
oり
1 1 十 十 十 1 1 6 十 1 1 量 十 1 1 曹 十 1

=

,

8
苺
一

§
u
-

§
二
§

1 1 十 十 十 1 1 十 十 十 1 置 十 十 」 巳 1 1 十 1

9
--

o

一

1 十 十 +1+1 1 ll+十 十 1 1 十 十 十 6
o

十 十 十 9

1 十 十 十 十 5 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 十 十 十 1

◎o lI十 十 十 十 1 十 十 十 幽

十 8 十 十 十 十 十 十 十

卜

『

o

一『一

め

§
一

§
一

§
『
o
震

1 十 十 十
1

+ド 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 十 十 十 十

1 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 十 十 十 十

!
Ii 十 十 十 十 1

、

1

十 十 十 十 1
1
十 十 十 十 1 十 十 十 十

一

寸
1 十 十 十 十 1 十 十 十 十 1 1+十 十 十 1 十 十 十 十

oり

一

σq

§
一

§

十 十 十 十 十 十
1

{+十 十
十 1 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 1 十 十 十 十 十 十 十 十 十

一 自 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 +!
1
十 十 十 十 十 十 十 十 十

寝
お
坦

鰹
寝
坦

ぎ
肖

ぎ
自

,

ま
目崔隣

鰹志

坦

ぎ
■

ぎ
自

ぎ
目

き

旨

寝
譲
想

巡
盆
坦

匿
臼

琴
貞!

琴
目

ま

障

寝志

起

鰹志

坦

ピ

「一→,

ま
自

ぎ
目

ぎ

日

寒鐸題 蜘 羅鱗 養剰 飯 蝋 期i蜘 鞭 萎誉剰 飯 端 鞭

懸 膿 掻囎 日+艦i督 囎 哨+韻

塑釦鱗 麟 鷺揮(鼠揮)曲 ミ感駆自塒



第12號 】 小田切=「 中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反磨 1413

1)壬 ・ホ氏生菌10醒 テ家兎皮下二注射 セル場
'合二就 テ

中川氏球状菌 ラ抗元 トセル時ハ、第1週 目ヨリ

著明ナル凝集慣 ノ上昇ラ示 シ、第4週 目二於 テ

ノ・1200倍或ハ1600倍 二達 シタ.然 ルニ榿色葡

萄状球菌 ラ抗元 トセル時ハ何等特記 スベキ凝集

債上昇テ示サナカツタ。

2)中 川氏球状菌生菌100薩 テ家兎皮下二注射

セル場合二就 テ

中川氏球状菌 テ抗元 トセル時ハ、第1週 目ヨリ

著明ナル凝集慣上昇テ示 シ、第3週 或ハ第4週

二於テ1600倍 又ハ2400倍 二達 シタ。然 ルニ榿

色葡萄状球菌 ラ抗元 トセル時ハ何等特記 スベキ

凝集慣上昇テ示 サナカツタ。

3)榿 色葡萄状球菌生菌100雇 テ家兎皮下二注

射セル場合

榿色葡萄状球菌 テ抗元 トセル時ハ、50倍 陰性 ヨ

リ200倍 陽性又ノ、50倍陽性 ヨ リ200倍 陽性 ト

言フ様ナ輕度 ノ凝集債上昇ラ示 シタ。而 シテ中

川氏球状菌 テ抗元 トセル時ハ、凝集償ハ100倍

陽性ヨリ150倍 陽性或 ハ50倍 陽性 ヨ リ100倍

陽性 ト言フ様ナ輕微 ノ墜動 ラ示 メシタニ過 ギナ

イ。

4》 中川氏球状菌 ノ死菌 ラ以テ免疫 セル家兎血

清二就テ(第37表)

中川氏球状菌 ノ死菌 ラ1週 毎 二10延 、20醒 、

30薩、40彪 テ静脈 内二注射 シテ冤疫セル 家兎

血清二於 テハ、中川氏球状菌 ラ抗元 トセル揚合

ハ、既二前章ニテ論 ゼル如 ク(第35表) 、第1週

目ヨリ著明ナル凝集慣ノ上昇テ示 シ、第38號

家兎、第39號 家兎ノ何 レモ第2週 目ニハ25600

倍迄達 シタ。而 シテ榿色葡萄状球菌テ抗元 トセ

ル時へ 前者 ノ揚合二比 シテ輕度デハアルガ、

凝集贋ハ次第二上昇ラ示 シテ居ル。 即第38號

家兎デハ注射前150倍 陽性デアツタガ、第1週

目一バー一躍e400倍 陽性、第2週 目ノ・800倍 陽性、

第3週 目ハ1500倍 陽性 ト凝集償上昇テ示 シテ

居リ、'第39號 家兎デハ注射前 ノ100倍 陽性 ヨ

リ、200倍陽性一300倍 陽性一600倍 陽性 ト凝集

償ラ高メテ居ル。

5)榿 色葡萄脚 求菌 ノ死菌 ヲ以テ免疫 セル家兎

血清二就テ(第37表)

榿色葡萄状球菌 ノ死菌ラ1週 毎二10彪 、20涯,、

30瑳b40冠 ラ静脈内二注射 シテ免疫 セル家兎

血清二於 テハ、榿色葡萄状球菌テ抗元 トセル揚

合、第1週 目ヨリ著明 ナ ル凝集償 ノ上昇ヲ示

シ、第2週 目ニハ、第49號 、第50號 、雨家兎

共二6400倍 迄達 シタ。 而 シテ 中川氏球歌菌 テ

抗元 トセル時ハ、榿色葡萄状球菌ラ抗元 トシタ

ル時 ト略大差無 久 第1週 目ヨリ著明ナ凝集慣

上昇ラ示 シ、 何 レ モ第3週 目二最高 二達 シ、

6400倍 、3200倍 テ示 シタ。

以上 ノ實験成績 ヨリスレバ、中川氏球状菌ハ、

コ,ホ氏生菌及中川氏球状菌生菌注射家兎 二於

テ著明ナル凝集償 ノ上昇ラ示 シタガ、燈色葡萄

駄球菌生菌注射家兎二於テハ何等特記 スベキ凝

集償 ノ上昇攣動ハ認 メラレナカツタ。而 シテ榿

色葡翻 犬菌 テ抗元 トシテハ、三2杢氏生菌及中

川氏球歌菌生菌注射家兎ハ勿論,榿 色葡萄1伏珠

菌生菌注射家兎二於テスラモ、特記 スベキ著明

ナル凝集債上昇ラ示サナカツタ。

即 コレラノ實験 ヨリスルモ、中川氏球駄菌ハ結

核菌近似 ノモノデ、其 ノ形態 ノ近似 ナル榿色葡

翻 犬球菌 トモ其 ノ性質 ノ相異 スル事 ガ認 メラレ

ノレo

然ルニ中川氏球状菌 ノ死菌 ラ以 テ免疫 セル家兎

血清二於テハ、榿色葡萄駄球菌ラ抗元 トシテモ、

600倍 又ハ1600倍 迄凝集慣 ノ上昇ラ認メ、又榿

色葡萄歌球菌 ノ死菌免疫家兎血清二於 テハ、中

川氏球歌菌 ラ抗元 トシテモ、3200倍 又ハ6400t

倍 ト凝集憤 ノ上昇 ラ示 シテ、榿色葡萄状球菌 テ

抗元 トセルモノト大差無 イカ、同等 ナルテ認 メ

タ。即中川氏球状菌デモ、榿色葡萄歌球菌 デモ、

生菌テ皮下二注射セル際ニハ、非特異的凝集反

慮ハ特記スベキモ ノラ認 メナカツタガ、死菌 ラ

静脈 内二注射 シテ免疫セルモノニ於 テノ・、可成

強 イ非特異的凝集反慮ガ認 メラレタ。

斯 ル際ニ ハ勿論 カステラニー氏吸牧試験 デ試
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ムベキデ アツタガ、都 合上實験 シ得 ナカ ツタ。

第八章 総括虹二考按

余 ハ中川 氏球 状菌 テ抗 元 トシテ、●一般健康 獣血

清 ノ凝集反 庶 テ試Zタ ルニ、豚 ハ50倍 ヨ リ100

倍 、牛ハ100倍 ヨ リ150倍 、梅猿及家 兎ハ50倍

ヨ リ150倍 、 馬 ハ150倍 ヨ リ200倍 デ アツテ、

馬 血清凝集 債 ガ最高 デ アツ タ。

次 ニ ゴ。ホ氏生菌0.Olne、0.1延 、1.0醒 、10.0

逸 テ各2例 宛 ノ家兎静脈 内二注射 シタルニ、何

レモ注射後1週 間 ニ シテ、著明 ナ凝集 假上昇 ラ

示 シ、10雇 注射家兎以外 ハ何 レモ第6週 目二於

テ最高 凝集贋 二 達 シテ居 ル。 而 シテ10匙 ノ大

量澁 射家兎ハ第3週 目又 ハ第4週 日二於 テ最高

凝集 償 二達 シテ居 ル。

結核 感染 家兎総撒8例 ノ最高凝集 償 テ見ル ー;一一、

1200倍 陽 性3例 、2400倍 陽 性4例 、3200倍 陽

性1例 デアツテ、 コノ3200倍 陽 性 二 達 シタル

モ ノノ・1.0醒 テ 注射 セル 第21號 家 兎 二於 テ認

メ ラレタ。 即結核 感染 家兎 二 於 テハ 大燈1200

倍 陽 性 ヨ リ、3200倍 陽 性迄 ノ凝集 假 二達 スル事

ガ認 メ ラレタ。

吹 二中川氏球状菌 ノ生菌10竈 、100雇,500雇 、

1000延 ラ各 々2例 宛 ノ家兎静脈 内 一 澁射 ス レ

バ何 レ モ 第1週 目 ヨリ著 明 ナ 凝集債 上昇 テ示

シ、10醒 、100彪 注 射家兎 ハ第6週 目二最高凝

集償 二達 シ、500醒b1000彪 ノ大量注射 セル モ

ノハ何 レモ第3日 目又ノ・第1週 目二早 クモ最高

凝集償 二達 シテ仕舞 ツタ。然 シー度凝集 償 ノ下

降 二向 フヤ、10彪 、100匙 注 射 セル モノデハ極

メテ急激 ナル下降 テ示 スニ反 シ、500冠 、1000

彪 ノ大量注射 テ鴬 セルモ ノデノ・緩徐 ナル下降 ラ

示 シテ居 ル。 猫最高凝集 償 テ 見 ルニ3200倍2

例 、4800倍4例 、6400倍1例 、9600倍1例 デ

アツテ、最高凝集 償9600倍 ノ モ ノハ100醒 テ1:駐

射 セル第28號 家 兎 二於 テ認 メラレタ。

今亙 氏反磨 ノ出現 ラ見ルニ、 中川氏球状菌 ノ生

薗 注射 セル家兎 二於 テへ10雇 、100雇 テ～4三射

セルモ ノデへ 何 レモ第2週 目 ヨリ明瞭 ナ反慮

テ示 シタ。然 ル ニ500雇 、1000延 注 射家兎 二於

テハ、早 クテ第3週 又 ハ第4週 目二出現 シ、晩

fモ ノデハ第7週 目二到 ツテ漸 ク出現 ラ見タモ

ノモア リ、大 量注 射 ノモ ノ程晩 ク現 ハ レテ來 ル

様 デ アル。 而 モ …般 ニハコッホ氏生菌注射家兎

二於 ケルヨ リモマ氏反慮 ハ 張度 二現 ハ レ テ來

ノレo

猫Tuberculinallergieト 凝 集反慮 トノ關係 二

就 テハ、 コ,ホ 氏 生菌澁射家 兎 二於 テモ或 ハ又

中川氏球状菌生 菌注射家 兎二於 テモ、凝 集償上

昇 ノ方 ガ常 二Tuberculinallergie出 現 二先立

ツテ認 メラ レル。 コ1事 ヨリ考 ヘ レバ、結核感

染診 断 トシテノ・、 マ氏反 慮 ヨリ余 ノ結核凝集反

慮 ノ方 ガ臨休的 贋値 ア リ ト信 ズル。

次 ニハ 死菌免疫 デ アルガ、 コ,ホ 氏 死菌免疫家

兎 二於 テノ・極 メテ輕微 ナル凝集 償上昇 テ示 スー

過 ギナイガ、 中川氏球状 菌 ノ死 菌免疫 デハ極 ノ

テ高キ凝集贋 二達 シタ。 即何 レノ免疫家 兎二於

テモ、 既 二第1週 二於 テ、 ・躍高 償 ナル凝集償

二達 シ、 最低 ノモ ノデモ800倍 ニ シテ、 他 ハ

2400倍 、3200倍 デ ア リ、 最高 ノモ ノハ6400倍

デ アツタ。而 シテ何 レモ第2週 或 ハ第3週 二於

テ最高凝集債 二達 シ、其 ノ凝集債 ハ25600倍(3

例)ト38400倍(2例)デ アル。

即以上述 べタ 所 ヨ リ見 ルニ、 コヅホ氏死 菌免疫

家 兎 ト中川 氏球状菌 ノ死 菌免疫家 兎 トノ間 二凝

集反慮 上大 ナル差異 ノアル事 ガ認 メ ラレル。 コ

レハ コッホ氏菌 ハ抗酸 性皮膜 テ被 ツテ居 テ、結核

凝集 素 テ産 出 スル事 ガ困難 ナ爲 ト考 ヘ ラレル。

然 ルニ中川 氏球 状菌 ノ・夫 レ自身抗酸性皮膜 テ央

ヒ居 ル爲 メー、 其 ノ吸牧 ハ他 ノ非抗酸性 ノ菌種

ト異 ル所 ナク、 從 ツテ凝集素産 出 ガ甚 ダ容 易ナ

ル爲 メ ト考 ヘ ラレル。

猜 中川氏球 状菌 ト樫 色葡萄 状球菌 トノ抗元 性デ
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比較 シタルニ、 三2杢氏生菌及中川氏球歌菌生

菌注射家兎二於 テノ・、中川氏球状菌ラ抗元 トセ

ル時ハ著明ナ凝集償上昇ガ認 メラレルガ、澄色

葡萄状球菌テ抗元 トシテハ、特記 スベキ凝集償

ノ上昇テ認 メズ、又榿i色葡萄状球菌 ノ生菌注射

家兎二於テハ、中川氏球状菌 テ抗元 トシテハ、

何等特記 スベキ凝集償上昇 テ認 メズ、燈色葡萄

状球菌 ラ抗元 トシテモ、唯僅微ナル凝集贋ノ上

昇攣動 ラ認 メタニ過ギナ イ。即中川氏球状菌 デ

モ、榿色葡萄状球菌 デモ生菌 ノ皮下注射家兎二

於テハ、特記 スベキ非特異的凝集反鷹テ認 メナ

カツタ。然ルニ雨菌 ノ死菌テ静脈内二注射 シテ

免疫 セル家兎血清 二於 テハ、ソレゾレ非特異的

凝集反慮テ認 メタ。然 シ都合上均亙 乏三二氏

吸牧試験 テ實施 セル三ハ到 ラナカツタ。

以上ハ纏 カニ燈色葡萄状球菌テ以テノ凝集反慮

比較實験 デアツテ、猫吸牧試験 モ行ツテ居 ラヌ

關係上嚴密ニハ論 ジ得 ラレナイガ、大盟 二於 テ

中川氏球状菌デアツテモ、燈色葡萄状球菌二比

較 シテ見ルニ遙 カニ結核菌近似 ノ菌ナノレ事ノ禮

明 シ得 ラレタ ト信ズル。

第九章 結 論

1)豚 、 牛、馬、海狸、家 兎等 ノ健康獣 血清凝

集贋ハ50倍 陽性 ヨ リ200倍 陽 性迄 デ アル。

2)余 ノ結核凝集反慮 二於 ケル、凝集 慣 ノ上昇

ハ常 二Tuberculinallergieノ 出現 二先 ンズル。

3)コ 塑ホ氏 生菌注射家 兎 デハ,第1週 目 ヨリ著

明ナ凝集債上昇 テ示 シ、最高凝集 償3200倍 二

達 セルモ ノガ認 メ ラレタ。

4)中 川氏球HK菌 生菌注射 家兎 ハ張度 ノTube・

rculinallergieヲ 畿 現 シ、凝集償 ハ第3日 目又 ハ

第1週 目ヨリ明瞭 ナル上昇 テ示 シ、最高凝集 償

ハ著 シク高 久9600倍 二達 セル モノラ認 ノタ。

5)コ ッホ氏菌 ノ死菌免疫 デノ・、凝集 假 ノ著 明ナ

ル上昇ハ認 メラレナイ。

6)中 川氏球状菌 ノ死菌免疫 デハ著明ナル凝集

償 ノ上昇テ示 シ、最高凝集慣デノ・38400倍 二達

セルモノガ認 メラレタ。

7)コ ッホ氏結核菌、中川氏球状菌 ノ生菌 ラ注射

スレベ 該家兎血清ハ.燈 色葡萄状球菌テ凝集

シナイ。之一反 シテ中川氏球状菊、榿色葡萄状

球菌 ノ死菌テ以テ免疫 スレバ、中川氏球状菌、

榿色葡萄状球菌 ノ何 レテ凝集元 トシテ使用 スル

モ格段 ノ差異 テ認 メナカツタ。

8)以 上ノ實験成績ハ、中川氏球状菌 ガ結核性

ナルコトテ指示 スルー根嫁 ダ ト信 ズル。

第十章 「中川氏非抗酸性結核菌」二因ル結核凝集反磨ナル本論文結論

1)結 核凝集反慮ハ中川氏球状結核菌テ抗元 ト

スレバ良好ナル成績 ガ得 ラレル。

2)中 川氏球状菌 二因ル結核凝集反慮ハ、結核

性疾患二特異的二反慮スル。

3)中 川氏球状菌二因ル結核凝集反慮ハ、結核

ノ感染診断、漕伏性結核診断及結核早期診断二

資 スル所 ガアル。

4)中 川氏球状歯ガ結核性タル事ハ、凝集反慮

ノ成績 カラモ推理 シ得 ラレル。

欄筆二當 リ長期間二亙 リ終始御懇篤ナ ル御指

導、御液腱拉 ビニ御校閲 ノ弊 ラ賜ハ リシ恩師中

川教授 二深甚 ノ謝意 テ表 ス.
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